
１月４日（木）、日勤業務終了後の午後５
時半から細井町長、高橋副町長が出席のもと、
さわうち病院の仕事始め式が行われました。
式には、北村院長はじめ病院職員約40名

が参加しました。細井町長は訓示で「住みよ
い町にするために人から言われたことをやる
だけでなく、自ら物事を考えて議論し、一つ
ひとつに向き合っていくことが重要だ」と述
べ、職員を激励しました。
この後、北村院長から昨年の振り返りと新

年の目標に関する講話があり、聴講した職員

仕事始め式で決意新たに

事務長 髙橋 光世

大雪の中で新しい年を迎えています。
昨年を振返りますと、外来患者数は漸増し

ておりますが、重要視している入院患者数は
減少しており、救急車の受入れも減少傾向で
す。病院として一層の努力が必要と感じてい
ます。
西和賀町の高齢化率は47％を越え更に上

昇することが予想されますが、一方で、高齢
者の実数そのものは減っており、新たなマー
ケティングが必要と考えております。西和賀
町民の受入れはもちろんですが、ご本人、ご
家族の了解がいただければ、町外の患者さん
の受入れも積極的に行なっていきます。介護
施設との連携も一層深めていきます。在宅生
活を視野に入れたリハビリテーション、摂食
嚥下訓練を含めた栄養サポートチーム活動、
緩和ケアにも力を入れております。
今年も患者さんのご紹介を何卒よろしく願

いいたします。

は決意も新たにして新年のスタートを切るこ
とができました。

H30年1月4日 仕事始め式で病院職
員に訓示する細井洋行町長

新年のご挨拶

院長 北村 道彦
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じ耳鼻科はおまかせ

主任検査技師 西田 浩美

H29年12月21日 院内感染防止対
策研修会で、ESBLについて講義する
西田主任検査技師

また、身体障害者に該当するかの判断でも
精密聴力検査が必要です。耳鼻科分野で身体
障害者に該当すると補聴器の申請が受けられ
ます。
高価なのであきらめていた方も、自己負担

が少なく交付される場合もありますので、補
聴器の相談でも耳鼻科を受診していただきた
いと思います。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

11月18日に国保会館で行われた、岩手県
地域医療研究会秋季集会で「摂食機能療法の
効果を検証」という演題で病院を代表して発
表しました。
坐位が困難な方や認知症が重度の方で、食

事が上手に摂れない患者さんの離床を促すこ
とは難しいことです。
この度の技能賞は、多職種が専門性を活か

し連携することで、摂食機能の改善につなが
るということが評価され、大変嬉しく思いま
す。今後も継続して取り組んでいきます。

岩手県地域医療研究会秋季集会で技能賞受賞

作業療法士 高橋 澄江

H30年1月4日 仕事始め式で技能賞受賞
を報告した高橋作業療法士。

９月から勤務している、主任臨床検査技師
の西田浩美と申します。
今まで耳鼻科で検査業務をしていました。

得意分野は耳鼻咽喉科です。
町立西和賀さわうち病院は、専門部署はな

く、検体から生理検査まで全検査を行ってい
るため、日々勉強に励んでいます。
さて、当院では毎月２回耳鼻科外来を開設

しております。耳鼻科の耳の病気、めまいな
どは正しい精密聴力検査で診断がつきます。
当院では耳鼻科専門の検査機器はそろえてお
りませんが、精密聴力検査は行えますので、
ぜひ検査にいらしてください。
最近耳が遠くなってきた、補聴器をしてい

るのに聞こえが前より悪い気がする、家族の
テレビの音が大きくて困っている等、気にな
ることがあれば受診のサインかもしれません。
耳の病気は繊細です。加齢によるものだと安
易に判断せず、相談していただきたいです。
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